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参考資料２ 災害時の大気中石綿濃度 

1. 大規模災害時の大気中石綿濃度のモニタリング調査結果 

 阪神・淡路大震災 

 新潟県中越地震 

 東日本大震災 

 平成 28 年熊本地震 

2. 被災地以外の一般環境大気中の石綿濃度のモニタリング調査結果 

 

 

1. 大規模災害時の大気中石綿濃度のモニタリング調査結果 

過去に発生した大規模災害時の大気中石綿濃度のモニタリング調査結果を以下にまとめ

た。アスベストモニタリングマニュアルは、平成 19年５月、平成 22年６月及び平成 29年

７月に行われた改訂により、測定方法及び測定対象が変更されている。これらの改訂前に発

生した阪神・淡路大震災及び新潟県中越地震のアスベスト濃度は、クリソタイルの濃度を示

している。 

東日本大震災及び熊本地震では、まず総繊維数濃度を測定し、総繊維数濃度が１本/L を

超えた場合について、石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）を測定している。 
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1.1 阪神・淡路大震災 

環境省は、阪神・淡路大震災（平成７年１月 17日発生）の際に兵庫県及び神戸市の協力

を得て、大気中の石綿濃度のモニタリング調査を実施した。 

当時の被災地における一般環境大気中（17地点）の石綿濃度の調査結果を表 R2.1に、解

体工事現場の敷地境界付近における大気中石綿濃度（アスベスト濃度※）の調査結果を表

R2.2に示す。 

※クリソタイル濃度 

 

表 R2.1 一般環境大気中の石綿濃度（アスベスト濃度）の追跡継続調査結果(環境省) 

（本/L） 

調査年月日 最大値 最小値 中央値 幾何平均値 

H7.2.6 ～ 2.12 4.9 0.2 1.0 1.0 

3.9 ～ 3.16 6.0 0.3 1.0 1.2 

4.24 ～ 4.28 2.1 0.2 1.0 0.9 

5.29 ～ 6.2 1.4 0.5 0.8 0.8 

6.26 ～ 6.30 1.7 0.3 0.7 0.8 

7.24 ～ 7.28 1.2 0.3 0.7 0.7 

8.28 ～ 9.1 0.8 0.3 0.5 0.5 

9.25 ～ 9.29 0.8 0.3 0.6 0.6 

10.23 ～ 10.27 0.7 0.2 0.5 0.4 

11.27 ～ 12.1 0.8 0.2 0.5 0.4 

12.20 ～ 12.25 0.9 0.1 0.2 0.3 

H8.1.22 ～ 1.26 0.6 0.1 0.2 0.2 
注 1）継続 17地点におけるアスベスト濃度（クリソタイル）を示す。 

出典：過去に発生した震災におけるアスベストの大気環境調査結果 １ 阪神淡路大震災（平成７年１月 17

日発生） 平成 23年５月 11日 第１回東日本大震災アスベスト対策合同会議【環境省資料６】 

 

表 R2.2 建築物解体工事現場周辺の大気中石綿濃度（アスベスト濃度）調査結果 

（環境省） 

（本/L） 

調査年月日 
検体数 

（検体） 
最大値 最小値 中央値 幾何平均値 

H7.3.9 ～ 3.16 20 7.7 0.8 2.6 3.0 

4.24 ～ 4.28 16 9.5 0.9 5.4 3.8 

5.29 ～ 6.7 18 19.9 0.9 4.5 4.5 

6.26 ～ 7.18 20 9.5 0.3 2.3 2.0 

7.25 ～ 8.8 22 9.9 0.2 0.9 1.3 

8.22 ～ 9.21 10 4.5 0.2 0.5 0.7 

9.29 ～ 10.23 16 8.6 0.1 0.4 0.7 
注 1）継続 17地点におけるアスベスト濃度（クリソタイル）を示す。 

出典：災害時における石綿飛散防止に係る取扱いマニュアル（平成 19年８月 環境省水・大気環境局大気環

境課・災害時における石綿飛散防止に係る取扱いマニュアル作成検討会） 
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1.2 新潟県中越地震 

新潟県は、新潟県中越地震（平成 16年 10月 23日発生）の際に大気中石綿濃度のモニタ

リング調査を実施した。 

当時の被災地における一般環境大気中の石綿濃度（アスベスト濃度※）の調査結果を表

R2.3に示す。 

※クリソタイル濃度 

 

表 R2.3 一般環境大気中の石綿濃度（アスベスト濃度）調査結果（新潟県） 

（本/L） 

調査年月日 
検体数 

（検体） 
最大値 最小値 中央値 幾何平均値 

H16.11.18 ～ 12.1 18 0.93 0.03 0.17 0.21 

12.13 ～ 12.21 15 0.33 0.07 0.14 0.15 

H17.4.19 ～ 5.12 15 0.14 0.03未満 0.07 0.07 

10.14 ～ 10.21 15 0.14 0.03未満 0.07 0.07 
注 1）アスベスト濃度（クリソタイル）を示す。 

出典：新潟県公表資料に基づき環境省で作成  

 

1.3 東日本大震災 

環境省は、東日本大震災（平成 23年３月 11 日発生）の際に大気中石綿濃度のモニタリン

グ調査を実施した。この調査では、まず総繊維数濃度を測定し、総繊維数濃度が１本/L を

超えた場合について、石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）を測定している。 

当時の被災地における一般環境大気中の石綿濃度（総繊維数濃度及びアスベスト繊維数

濃度）の測定結果を表 R2.4（1）及び（2）に、解体・改修工事現場付近の石綿濃度（総繊維

数濃度及びアスベスト繊維数濃度）の調査結果を表 R2.5（1）及び（2）に、破砕等を行って

いる災害廃棄物処理現場及び災害廃棄物仮置場付近の石綿濃度（総繊維数濃度及びアスベ

スト繊維数濃度）の調査結果を表 R2.6（1）及び（2）に示す。 
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表 R2.4（1） 一般環境大気中の石綿濃度（総繊維数濃度）調査結果（環境省） 

（本/L） 

調査
回 

調査年月 
地点数 
(地点) 

検体数 
(検体) 

最大値 最小値 中央値 
幾何 
平均値 

1次 H23.6月   38 76 8.3 0.05未満 0.42 0.49 

2次 7月 ～ 9 月 30 61 1.5 0.05未満 0.31 0.26 

3次 10月 ～ 12 月 35 70 0.93 0.05未満 0.22 0.18 

4次 H23.12月 ～ 3 月 42 84 0.56 0.05未満 0.11 0.12 

5次 4月 ～ 6 月 39 
82 

0.79 
0.056未

満 
0.17 0.15 

6次 6月 ～ 9 月 74 
150 

0.79 
0.056未

満 
0.056 0.088 

7次 9月 ～ 12 月 81 
163 

0.85 
0.056未

満 
0.11 0.11 

8次 H24.12月 ～ H25.2月 122 
245 

0.56 
0.056未

満 
0.11 0.11 

9次 4月 ～ 6 月 92 184 4.0 
0.056未

満 
0.22 0.20 

10次 7月 ～ 10 月 95 190 12 
0.056未

満 
0.22 0.23 

11次 12月 ～ H26.2月 
96 192 0.96 0.056未

満 
0.22 0.19 

12次 H26.5月 ～ H27.1月 
36 100 0.85 0.056未

満 
0.056 0.078 

注 1）調査地点のうち、「（1）①避難所、仮設住宅等の周辺（住民が生活する場所）」に区分された地点の結果

を 

集計した。 

2）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（１次～４次は 0.05本/L未満、５次～12次

は 0.056本/L未満）の場合は、定量下限値の値を用いて算出した。なお、すべての測定結果が定量下限値

未満の場合は、中央値及び幾何平均値は定量下限値未満とした。 

出典：東日本大震災アスベスト対策合同会議資料「アスベスト大気濃度調査（各次調査結果）」 
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表 R2.4（2） 一般環境大気中の石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）調査結果（環境省） 

（本/L） 

調査
回 

調査年月 
地点数 
(地点) 

検体数 
(検体) 

最大値 最小値 中央値 
幾何 
平均値 

1次 H23.6月   9 17 2.4 0.05未満 0.22 0.22 

2次 7月 ～ 9 月 5 8 0.11 0.05未満 0.05 0.07 

3次 10月 ～ 12 月 2 4 0.17 0.05未満 0.08 0.08 

4次 H23.12月 ～ 3 月 3 5 0.05 0.05未満 0.05 0.05 

5次 4月 ～ 6 月 － － － － － － 

6次 6月 ～ 9 月 － － － － － － 

7次 9月 ～ 12 月 － － － － － － 

8次 H24.12月 ～ H25.2月 － － － － － － 

9次 4月 ～ 6 月 6 7 0.11 
0.056未

満 
0.056 0.062 

10次 7月 ～ 10 月 10 15 0.17 
0.056未

満 
0.056 0.066 

11次 12月 ～ H26.2月 － － － － － － 

12次 H26.5月 ～ H27.1月 － － － － － － 
注 1）調査地点のうち、「（1）①避難所、仮設住宅等の周辺（住民が生活する場所）」に区分された地点の結果を

集計した。なお、定量下限値未満であって、定量下限値が下記に示す値と異なるものは、集計の対象外と

した。 

2）石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）は、一部を除き、総繊維数濃度が１本/L を超過した場合に実施され

た。 

3）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（１次～４次は 0.05本/L未満、５次～12次

は 0.056本/L未満）の場合は、定量下限値の値を用いて算出した。なお、すべての測定結果が定量下限値

未満の場合は、中央値及び幾何平均値は定量下限値未満とした。 

出典：東日本大震災アスベスト対策合同会議資料「アスベスト大気濃度調査（各次調査結果）」 

  



参考資料２ 災害時の大気中石綿濃度 

 

148 

表 R2.5(1) 解体・改修工事現場付近の大気中石綿濃度（総繊維数濃度）調査結果 
（環境省） 

（本/L） 

調査
回 

調査年月 
地点数 
(地点) 

検体数 
(検体) 

最大値 最小値 中央値 
幾何 
平均値 

1次 H23.6月   2 10 53 0.51 6.4 3.6 

2次 7月 ～ 9月 3 13 4.0 0.05 0.68 0.52 

3次 10月 ～ 12 月 6 21 28 0.05未満 0.73 1.0 

4次 H23.12月 ～ 3月 9 38 14 0.05 0.22 0.29 

5次 4月 ～ 6月 6 32 4.3 0.056未満 0.28 0.31 

6次 6月 ～ 9月 9 44 300 0.056未満 0.22 0.32 

7次 9月 ～ 12 月 13 63 22 0.056未満 0.22 0.21 

8次 H24.12月 ～ H25.2月 12 59 6.8 0.056未満 0.22 0.26 

9次 4月 ～ 6月 1 5 0.90 0.34 0.62 0.54 

10
次 

7月 ～ 10 月 5 25 12 0.056未満 0.22 0.23 

注 1）調査地点のうち、「（2）①倒壊、半壊又は一部破損している建築物等（アスベスト含有のビル、マンショ

ン、学校、病院及び船舶等）で、「解体・改修中の現場」」に区分された地点の結果を集計した。 

2）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（１次～４次は 0.05本/L未満、５次～12次

は 0.056本/L未満）の場合は、定量下限値の値を用いて算出した。なお、すべての測定結果が定量下限値

未満の場合は、中央値及び幾何平均値は定量下限値未満とした。 

3）測定値には建屋境界（又は敷地境界）の風上・風下、排出口のほか、前室のデータを含む。 

出典：東日本大震災アスベスト対策合同会議資料「アスベスト大気濃度調査（各次調査結果）」 

 

 

 表 R2.5(2) 解体・改修工事現場付近の大気中石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）調査結果  
（環境省） 

（本/L） 

調査
回 

調査年月 
地点数 
(地点) 

検体数 
(検体) 

最大値 最小値 中央値 
幾何 
平均値 

1次 H23.6月   1 6 52 0.05未満 0.45 0.61 

2次 7月 ～ 9月 1 4 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.05未満 

3次 10月 ～ 12 月 3 7 13 0.21 1.4 1.2 

4次 H23.12月 ～ 3月 1 1 13.9 13.9 13.9 13.9 

5次 4月 ～ 6月 3 4 3.0 0.11 0.64 0.50 

6次 6月 ～ 9月 5 6 260 0.19 12 7.1 

7次 9月 ～ 12 月 3 3 21 0.28 1.4 2.0 

8次 H24.12月 ～ H25.2月 3 5 2.1 0.056未満 0.056 0.14 

9次 4月 ～ 6月 － － － － － － 

10次 7月 ～ 10 月 1 1 9.4 9.4 9.4 9.4 
注 1）調査地点のうち、「（2）①倒壊、半壊又は一部破損している建築物等（アスベスト含有のビル、マンショ

ン、学校、病院及び船舶等）で、「解体・改修中の現場」」に区分された地点の結果を集計した。 

2）石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）は、総繊維数濃度が１本/Lを超過した場合に実施された。 

3）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（１次～４次は 0.05本/L未満、５次～12次

は 0.056本/L未満）の場合は、定量下限値の値を用いて算出した。なお、すべての測定結果が定量下限値

未満の場合は、中央値及び幾何平均値は定量下限値未満とした。 

4）測定値には建屋境界（又は敷地境界）の風上・風下、排出口のほか、前室のデータを含む。高い値を示し

た原因として、集じん・排気装置の不具合（1 次、3 次、6 次、7 次）、外壁と床の取合シールの経年劣化

によりできた隙間からの漏洩（第 4次）が考えられる。 

出典：東日本大震災アスベスト対策合同会議資料「アスベスト大気濃度調査（各次調査結果）」 
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表 R2.6（1） 破砕等を行っている災害廃棄物処理現場及び仮置場付近 

の大気中石綿濃度（総繊維数濃度）調査結果（環境省） 
（本/L） 

調査
回 

調査年月 
地点数 
(地点) 

検体数 
(検体) 

最大値 最小値 中央値 
幾何 
平均値 

1次 H23.6月   60 120 16 0.05 0.70 0.82 

2次 7月 ～ 9月 42 83 8.2 0.05未満 0.56 0.60 

3次 10月 ～ 12 月 34 68 39 0.05未満 0.28 0.26 

4次 H23.12月 ～ 3月 65 130 4.5 0.05未満 0.22 0.22 

5次 4月 ～ 6月 56 
112 

1.4 
0.056未

満 
0.22 0.18 

6次 6月 ～ 9月 58 
118 

4.6 
0.056未

満 
0.17 0.16 

7次 9月 ～ 12 月 62 
126 

0.79 
0.056未

満 
0.22 0.19 

8次 H24.12月 ～ H25.2月 51 
103 

2.3 
0.056未

満 
0.17 0.17 

9次 4月 ～ 6月 56 118 2.9 
0.056未

満 
0.28 0.27 

10次 7月 ～ 10 月 52 106 24 
0.056未

満 
0.28 0.28 

11次 12月 ～ H26.2月 
33 67 0.96 0.056未

満 
0.34 0.26 

12次 H26.5月 ～ H27.1月 
17 72 0.90 0.056未

満 
0.083 0.10 

注 1）調査地点のうち、「（2）③ 破砕等を行っているがれき処理現場及びがれきの集積場」に区分された地点の

結果を集計した。なお、定量下限値未満であって、定量下限値が下記に示す値と異なるものは、集計の対

象外とした。 

2）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（１次～４次は 0.05本/L未満、５次～12次

は 0.056 本/L 未満）の場合は、定量下限値の値を用いて算出した。なお、すべての測定結果が定量下限

値未満の場合は、中央値及び幾何平均値は定量下限値未満とした。 

出典：東日本大震災アスベスト対策合同会議資料「アスベスト大気濃度調査（各次調査結果）」 
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表 R2.6（2） 破砕等を行っている災害廃棄物処理現場及び仮置場付近 

の大気中石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）調査結果（環境省） 
（本/L） 

調査
回 

調査年月 
地点数 
(地点) 

検体数 
(検体) 

最大値 最小値 中央値 
幾何 
平均値 

1次 H23.6月   29 51 4.2 0.05未満 0.32 0.26 

2次 7月 ～ 9月 17 30 2.09 0.05未満 0.20 0.19 

3次 10月 ～ 12 月 4 7 0.22 0.05未満 0.05 0.07 

4次 H23.12月 ～ 3月 10 15 0.77 0.05未満 0.05 0.08 

5次 4月 ～ 6月 1 1 0.056 0.056 0.056 0.056 

6次 6月 ～ 9月 4 5 0.90 
0.056未
満 

0.11 0.16 

7次 9月 ～ 12 月 － － － － － － 

8次 H24.12月 ～ H25.2月 2 3 0.17 
0.056未
満 

0.056 0.081 

9次 4月 ～ 6月 7 7 0.45 
0.056未
満 

0.17 0.14 

10次 7月 ～ 10 月 7 12 0.28 
0.056未
満 

0.056 0.068 

11次 12月 ～ H26.2月 － － － － － － 

12次 H26.5月 ～ H27.1月 － － － － － － 
注 1）調査地点のうち、「（2）③ 破砕等を行っているがれき処理現場及びがれきの集積場」に区分された地点の

結果を集計した。 

2）石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）は、一部を除き、総繊維数濃度が１本/L を超過した場合に実施され

た。 

3）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（１次～４次は 0.05本/L未満、５次～12次

は 0.056本/L未満）の場合は、定量下限値の値を用いて算出した。なお、すべての測定結果が定量下限値

未満の場合は、中央値及び幾何平均値は定量下限値未満とした。 

出典：東日本大震災アスベスト対策合同会議資料「アスベスト大気濃度調査（各次調査結果）」 
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1.4 平成 28 年熊本地震 

環境省は、平成 28年熊本地震（最初の地震は平成 28年４月 14日に発生し、前震とされ

ている。本震は４月 16 日に発生。）の際に大気環境モニタリング調査を実施した。この調査

では、まず総繊維数濃度を測定し、総繊維数濃度が１本/L を超えた場合について、石綿濃

度（アスベスト繊維数濃度）を測定している。 

被災地の一般環境大気中の石綿濃度（総繊維数濃度）を表 R2.7に示す。一般環境大気中

では総繊維数濃度が 1 本/L を超えた地点はなかったため、アスベスト繊維数濃度の測定は

行っていない。また、災害廃棄物仮置場付近の石綿濃度（総繊維数濃度及びアスベスト繊維

数濃度）の調査結果を表 R2.8（1）及び（2）に、解体工事現場付近の石綿濃度（総繊維数濃

度及びアスベスト繊維数濃度）の調査結果を表 R2.9（1）及び（2）に示す。 

 

表 R2.7 被災地の一般環境大気中の石綿濃度（総繊維数濃度）調査結果（環境省） 

（本/L） 

調査

回 
調査年月日 

地点数 

(地点) 

検体数 

(検体) 
最大値 最小値 中央値 

幾何 

平均値 

１次 H28.6.14 ～ 7.4 4 8 0.40 0.11 0.25 0.23 

２次 10.24 ～ 10.29 2 4 0.28 0.056未満 0.11 0.11 

３次 12.5 ～ 12.13 1 2 0.34 0.28 0.31 0.31 

４次 H29.1.17 ～ 3.4 1 2 0.22 0.11 0.17 0.16 
注 1）調査地点のうち、「避難所」に区分された地点の結果を集計した。 

2）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（0.056本/L未満）の場合は、定量下限

値の値を用いて算出した。 

出典：環境省報道資料「平成 28 年熊本地震の被災地におけるアスベスト大気濃度調査（第１次～第４次）

の結果について」 
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表 R2.8（1） 災害廃棄物仮置場付近の石綿濃度（総繊維数濃度）調査結果（環境省） 

（本/L） 

調査

回 
調査年月日 

地点数 

(地点) 

検体数 

(検体) 
最大値 最小値 中央値 

幾何 

平均値 

１次 H28.6.14 ～ 7.4 6 16 2.2 0.056未満 0.17 0.23 

２次 10.24 ～ 10.29 11 42 1.8 0.056未満 0.17 0.17 

３次 12.5 ～ 12.13 10 40 0.79 0.056 0.28 0.29 

４次 H29.1.17 ～ 3.4 6 24 0.68 0.056 0.31 0.25 
注 1）調査地点のうち、「災害廃棄物仮置場」に区分された地点の結果を集計した。 

2）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（0.056本/L未満）の場合は、定量下限

値の値を用いて算出した。 

出典：環境省報道資料「平成 28 年熊本地震の被災地におけるアスベスト大気濃度調査（第１次～第４次）

の結果について」 

 

表 R2.8（2） 災害廃棄物仮置場付近の石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）調査結果 

（環境省） 

（本/L） 

調査

回 
調査年月日 

地点数 

(地点) 

検体数 

(検体) 
最大値 最小値 中央値 

幾何 

平均値 

１次 H28.6.14 ～ 7.4 1 2 0.17 0.11 0.14 0.14 

２次 10.24 ～ 10.29 1 1 0.056未満 0.056未満 0.056未満 0.056未満 

３次 12.5 ～ 12.13 － － － － － － 

４次 H29.1.17 ～ 3.4 － － － － － － 
注 1）調査地点のうち、「災害廃棄物仮置場」に区分された地点の結果を集計した。 

2）石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）は、総繊維数濃度が１本/Lを超過した場合に実施された。 

3）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（0.056本/L未満）の場合は、定量下 

限値の値を用いて算出した。 

出典：環境省報道資料「平成 28 年熊本地震の被災地におけるアスベスト大気濃度調査（第１次～第４次）

の結果について」 
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表 R2.9（1） 解体工事現場付近の石綿濃度（総繊維数濃度）調査結果（環境省） 

（本/L） 

調査

回 
調査年月日 

地点数 

(地点) 

検体数 

(検体) 
最大値 最小値 中央値 

幾何 

平均値 

１次 H28.6.14 ～ 7.4 － － － － － － 

２次 10.24 ～ 10.29 3 6 0.51 0.11 0.17 0.18 

３次 12.5 ～ 12.13 6 14 6.4 0.17 0.41 0.67 

４次 H29.1.17 ～ 3.4 5 12 1.1 0.11 0.42 0.38 
注 1）調査地点のうち、「解体現場」に区分された地点の結果を集計した。 

2）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（0.056本/L未満）の場合は、定量下 

限値の値を用いて算出した。 

3）測定値には建屋境界（又は敷地境界）の風上・風下、排出口のほか、前室のデータを含む。 

出典：環境省報道資料「平成 28 年熊本地震の被災地におけるアスベスト大気濃度調査（第１次～第４次）

の結果について」 

 

 

表 R2.9（2） 解体工事現場付近の石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）調査結果 

（環境省） 

（本/L） 

調査

回 
調査年月日 

地点数 

(地点) 

検体数 

(検体) 
最大値 最小値 中央値 

幾何 

平均値 

１次 H28.6.14 ～ 7.4 － － － － － － 

２次 10.24 ～ 10.29 － － － － － － 

３次 12.5 ～ 12.13 3 5 0.39 0.056未満 0.056 0.083 

４次 H29.1.17 ～ 3.4 1 1 0.056未満 0.056未満 0.056未満 0.056未満 
注 1）調査地点のうち、「解体現場」に区分された地点の結果を集計した。 

2）石綿濃度（アスベスト繊維数濃度）は、総繊維数濃度が１本/Lを超過した場合に実施された。 

3）中央値及び幾何平均値の算出に当たっては、定量下限値未満（0.056本/L未満）の場合は、定量下 

限値の値を用いて算出した。 

4）測定値には建屋境界（又は敷地境界）の風上・風下、排出口のほか、前室のデータを含む。 

出典：環境省報道資料「平成 28 年熊本地震の被災地におけるアスベスト大気濃度調査（第１次～第４次）

の結果について」 
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2. 被災地以外の一般環境大気中の石綿濃度のモニタリング調査結果 

被災地以外で環境省が実施した一般環境大気中の石綿濃度（総繊維数濃度）の調査結果は、

表 R2.10（1）～（3）に示すとおりである。 

 

表 R2.10（1） 被災地以外における一般環境大気中の石綿濃度（総繊維数濃度） 

の調査結果（商工業地域） 
（単位 本/L） 

年度 地点数 
測定 

箇所数 

測定 

データ数 

ND

の数 
最大値 最小値 

幾何 

平均値 

H18年度 4 8 16 ‐ 1.68 0.11未満 0.27 

H19年度 5 10 20 ‐ 1.61 0.07 0.26 

H20年度 5 10 20 ‐ 0.07 0.06未満 0.06 

H21年度 5 10 20 ‐ 0.06 0.06未満 0.06 

H22年度 5 10 20 ‐ 0.39 0.06 0.13 

H23年度 5 10 10 ‐ 0.26 0.06 0.12 

H24年度 5 10 20 0 0.66 0.15 0.33 

H25年度 5 10 20 0 0.54 0.09 0.25 

H26年度 5 10 20 0 0.35 0.10 0.18 

H27年度 5 10 20 3 0.38 0.06 0.14 
注 1）平成 19年 5月及び平成 22年 6月のアスベストモニタリングマニュアルの改訂で、測定方法が変更され

ている。 

2）平成 23 年度は、東日本大震災の被災地における大気濃度調査を優先させたため、実施期間が限られた

ことから、年１回の調査とした。 

3）平成 24年度より、ND（不検出：定量下限値未満）の数を表記。 

出典：環境省ホームページ「大気中の石綿濃度の調査結果」 

（http://www.env.go.jp/air/asbestos/index9.html） 

 

表 R2.10（2） 被災地以外における一般環境大気中の石綿濃度（総繊維数濃度） 

の調査結果（住宅地域） 
（単位 本/L） 

年度 地点数 
測定 

箇所数 

測定 

データ数 

ND

の数 
最大値 最小値 

幾何 

平均値 

H18年度 7 13 26 ‐ 1.11 0.11 0.22 

H19年度 7 13 26 ‐ 0.75 0.10 0.33 

H20年度 7 13 26 ‐ 0.08 0.06未満 0.06 

H21年度 7 13 26 ‐ 0.22 0.06未満 0.06 

H22年度 7 13 26 ‐ 0.22 0.06 0.08 

H23年度 7 13 13 ‐ 0.19 0.05 0.10 

H24年度 7 13 26 20 0.80 0.056未満 0.13 

H25年度 7 13 26 3 0.45 0.10 0.21 

H26年度 7 13 26 2 0.30 0.07 0.16 

H27年度 7 13 26 3 0.37 0.06 0.14 
注 1）平成 19年 5月及び平成 22年 6月のアスベストモニタリングマニュアルの改訂で、測定方法が変更され

ている。 

2）平成 23 年度は、東日本大震災の被災地における大気濃度調査を優先させたため、実施期間が限られた

ことから、年１回の調査とした。 

3）平成 24年度より、ND（不検出：定量下限値未満）の数を表記。 

出典：環境省ホームページ「大気中の石綿濃度の調査結果」 

（http://www.env.go.jp/air/asbestos/index9.html） 
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表 R2.10（3） 被災地以外における一般環境大気中の石綿濃度（総繊維数濃度） 

の調査結果（高速道路及び幹線道路沿線） 

（単位 本/L） 

年度 地点数 
測定 

箇所数 

測定 

データ数 

NDの

数 
最大値 最小値 

幾何 

平均値 

H18年度 6 12 24 ‐ 1.30 0.15 0.39 

H19年度 6 12 24 ‐ 1.49 0.19 0.52 

H20年度 6 12 24 ‐ 0.08 0.06未満 0.06 

H21年度 6 12 24 ‐ 0.30 0.06未満 0.07 

H22年度 6 12 24 ‐ 0.33 0.06 0.14 

H23年度 6 12 12 ‐ 0.34 0.05 0.15 

H24年度 6 12 24 13 0.92 0.056未満 0.21 

H25年度 6 12 24 1 0.48 0.10 0.26 

H26年度 6 12 24 1 0.36 0.08 0.15 

H27年度 6 12 24 1 0.37 0.06 0.14 
注 1）平成 19年 5月及び平成 22年 6月のアスベストモニタリングマニュアルの改訂で、測定方法が変更され

ている。 

2）平成 23 年度は、東日本大震災の被災地における大気濃度調査を優先させたため、実施期間が限られた

ことから、年１回の調査とした。 

3）平成 24年度より、ND（不検出：定量下限値未満）の数を表記。 

出典：環境省ホームページ「大気中の石綿濃度の調査結果」 

（http://www.env.go.jp/air/asbestos/index9.html） 

 

 

  


